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市
役
所
南
庁
舎
別
館
が
国
登
録
�
�
�
�
�
�

有形

�
�
�
�

文化財


に

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ス
タ
イ
ル
の
銀
行
建
築

▶
建
物
の
角
に
は
水
平
の
目
地
が
施
さ

れ
、
建
物
全
体
を
引
き
締
め
て
い
る

▲但東駐在所に配備された高
規格救急自動車「きぼう」

市
行
革
委
員
会
が
市
長
に
�
�
�
�
�
�

大綱案


を
�
�
答
申

4
年
間
で
約
16
億
円
の
経
費
削
減

豊
岡
消
防
署
出
石
分
署
但
東
駐
在
所
を
開
設

但
東
地
域
の
救
急
体
制
が
整
う

▶
市
長
に
答
申
す
る
石
原
委
員
長

▶
開
所
式
で
は
、
駐
在
所
に
配
置
さ
れ

る
10
人
の
職
員
が
紹
介
さ
れ
た

　

9
月
25
日
、市
行
革
委
員
会（
委

員
長
＝
石
原
俊
彦
・
関
西
学
院
大

学
教
授
）
が
、
中
貝
市
長
に
豊
岡

市
行
政
改
革
大
綱
案
を
答
申
し
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
昨
年
10
月
に
公

募
委
員
2
人
を
含
む
11
人
の
メ
ン

バ
ー
で
発
足
し
、
市
長
か
ら
の
諮

問
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
会
議
を

度
重
ね
て
開
催
し
、
行
革
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
構
造
改
革
の

推
進
、事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
、

各
種
団
体
な
ど
に
交
付
し
て
い
る

補
助
金
な
ど
の
見
直
し
、
民
間
活

力
の
導
入
、
市
民
と
の
協
働
、
職

員
の
定
員
削
減
な
ど
に
よ
り
、
平

成
21
年
度
ま
で
に
約
16
億
円
の
経

費
を
削
減
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
大
綱
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
、
こ
の
答
申
内

容
を
、
第
2
回
目
と
な
る
行
革
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
市
内
6
会

場
で
開
催
）
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

説
明
し
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
最
終
的
に
市
長
と
部

長
級
職
員
な
ど
で
構
成
す
る
行
政

改
革
本
部
で
答
申
を
検
討
し
、
11

月
中
に
豊
岡
市
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
豊
岡
市
行
政
改
革
実
施
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
答
申
の
要
点
を
ま
と
め

た
チ
ラ
シ
を
今
回
の
市
広
報
と
あ

わ
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

但
東
地
域
の
救
急
業
務
を
担
う

豊
岡
市
消
防
本
部
豊
岡
消
防
署
出

石
分
署
但
東
駐
在
所
を
但
東
総
合

支
所
2
階
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
10
月
1
日
、
開
所
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
地
域
に
は
こ
れ
ま
で
救
急
車

が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
救
急
要

請
が
あ
っ
た
場
合
は
出
石
分
署
か

ら
出
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

駐
在
所
に
は
常
時
3
～
4
人
の

消
防
職
員
が
24
時
間
体
制
で
常
駐

し
、
一
般
公
募
に
よ
っ
て
命
名
さ

れ
た
高
規
格
救
急
自
動
車
「
き
ぼ

う
」
1
台
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

貝
谷
駐
在
所
長
は
、「
���



但
東
駐

在
所
職
員
10
人
が
一
丸
と
な
っ

て
、
但
東
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心

と
安
全
の
た
め
、
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
����




」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
市
役
所
南
庁
舎
別
館

が
国
登
録
�
�
�
������






有
形
�
������






文
化
財
に
な
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
昭
和
9
年
、
昭

和
の
名
建
築
家
・
渡
邉　

節
の
設

計
に
よ
り
兵
庫
縣
農
工
銀
行
豊
岡

支
店
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2
階

建
て
、
建
築
面
積
は
4
9
5
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。ピ
ラ
ス
タ
ー（
壁

柱
）
を
並
べ
た
重
厚
な
外
観
を
持

ち
、
当
時
、
通
り
を
�
����




挟����





ん
で
相
対

す
る
郵
便
局（
現
市
役
所
南
庁
舎
）

と
と
も
に
「
中
央
街
路
（
大
開
通

り
）
の
偉
観
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
日
本
勧
業
銀
行
、
扶
桑
相

互
銀
行
、
山
陰
合
同
銀
行
と
し
て

使
わ
れ
、
そ
の
後
、
市
が
買
い
取

り
、
平
成
17
年
4
月
か
ら
は
、
商

工
観
光
部
や
北
但
行
政
事
務
組
合

の
事
務
所
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
新
「
豊
岡
市
」
と
し
て

は
、「
赤
木
家
住
宅
」
に
続
き
、

2
番
目
の
国
登
録
文
化
財
と
な
り

ま
す
。
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空
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
が
F
A
I
団
体
賞
を
受
賞

航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献

R
1
7
8
セ
ー
フ
テ
ィ
但
丹
作
戦

府
県
境
を
越
え
交
通
安
全
啓
発

防
災
・
危
機
管
理
担
当
幹
部
職
員
を
採
用

元
自
衛
官
採
用
で
防
災
・
減
災
体
制
の
充
実

市
地
域
防
災
計
画
が
完
成

地
域
や
住
民
の
役
割
に
つ
い
て
も
明
記

北垣　哲夫
総務部参事

　

9
月
13
日
、
県
知
事
と
の
協
議

を
終
え
て
、
��������








豊
岡
市
�����





地
域
防
災
計

画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
昨
年
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
防
災
会
議
で
検
討
を
続
け
て
き

た
も
の
で
、
平
成
16
年
の
台
風
23

号
の
教
訓
や
今
年
1
月
に
実
施
し

た
防
災
・
減
災
を
語
る
会
で
の
市

民
の
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
み
ん
な
の
力
で
命
と

暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
を

防
災
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
災
害
発

生
時
か
ら
復
興
ま
で
の
対
策
計
画

を
示
す
と
と
も
に
、
行
政
な
ど
の

防
災
関
係
機
関
や
区
・
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
役
割
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
広
報
と
よ
お
か
10
月
10
日

号
と
あ
わ
せ
て
各
戸
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
6
月
に
配
布
し
た
防

災
マ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

9
月
20
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
が
、
国
際
航
空
連
盟
（
F
A
I
）

の
「
オ
ノ
ラ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
」
賞
を
受
賞
���



す
る
こ

と
が
決
定
�����





し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
航
空
や
宇
宙
飛
行
の

発
展
に
貢
献
し
た
団
体
に
贈
ら
れ

る
賞
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ス
カ
イ
・
レ

ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
共
同
開

催
に
よ
り
航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

に
貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
佐
賀
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
の
佐
賀
県
佐
賀
市
や

ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
の
宮
崎
県
都
城

市
、
熱
気
球
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ン
ダ
グ

ラ
ン
プ
リ
な
ど
が
同
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
9
月
21
日
、
京
丹
後

市
久
美
浜
町
の
国
道
1
7
8
号
待

避
所
で
、
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
合

同
に
よ
る
「
R
1
7
8
セ
ー
フ

テ
ィ
但
丹
作
戦
」
と
題
し
た
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
府
県
境
を
越
え
て
安

全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止

を
ド
ラ
イ
バ
ー
や
住
民
に
訴
え
る

た
め
に
合
同
で
取
り
組
ま
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
両
市
の
交
通
安
全
協

会
会
員
や
警
察
署
員
、
市
職
員
な

ど
約
80
人
が
参
加
し
て
、
さ
わ
や

か
な
秋
空
の
下
で
、「
ゆ
っ
く
り

4

4

走
っ
て
事
故
は
な
し

4

4

」に
か
け
て
、

甘
栗
と
梨
が
入
っ
た
啓
発
グ
ッ
ズ

が
通
行
車
両
3
0
0
台
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

▲ドライバーに甘栗と梨の入った
啓発グッズを渡し、交通安全を
呼びかけた

　

10
月
1
日
付
で
、
防
災
・
危
機

管
理
担
当
幹
部
職
員
（
総
務
部
参

事
）
と
し
て
、
元
自
衛
官
の
北
垣

哲
夫
さ
ん
（
56
歳
）
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
全
般
に
対
す
る

知
識
を
有
し
、
災
害
対
策
を
総
合

的
に
練
り
上
げ
る
見
識
と
指
導
力

を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材
を
確
保

し
、
本
市
の
防
災
・
減
災
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

北
垣
参
事
は
、
今
年
9
月
に
自

衛
官
を
退
職
す
る
ま
で
、
中
部
本

部
総
監
部
、
北
部
中
央
航
空
副
隊

長
な
ど
の
要
職
を
務
め
、
阪
神
淡

路
大
震
災
�
�
�
�
�����





や
釧
路
沖
地
震
���



な
ど
多

く
の
災
害
に
も
派
遣
出
動
し
て
き

ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
っ
て
北
垣
参
事

は
、「
自
衛
隊
の
経
験
を
活
か
し
、

新
た
な
視
点
で
防
災
・
減
災
の
職

務
を
遂
行
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
知
恵
を
い
た
だ
き
な

が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

《
市
長
事
務
部
局
》

■
課
長
級

▼
国
体
推
進
部
国
体
推
進
課
長

兼
課
長
補
佐
兼
調
整
係
長　

堂

垣
一
博
（
国
体
推
進
部
国
体
推

進
課
長
）

■
課
長
補
佐
級

▼
企
画
部
企
画
課
主
幹　

田
中

道
男
（
国
体
推
進
部
国
体
推
進

課
長
補
佐
兼
調
整
係
長
）

市
役
所
人
事
異
動

　
�　

10
月
16
日
付
、
係
長
以
上

　
��������








　
�������
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）
内
は
前
職




